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気 象 か らみ た今 冬 の特徴

山崎  道夫 (日 本気象協会北 海道本部 )

1995‐96年冬の降雪で最 も注 目されたのは道央の札幌・ 小樽地 区における豪雪であ った。
特 に冬の前半 の 12月 中旬～ 1月 のたび重 なる大雪 のため に除雪が追 いつかず、 1月 8～
9日 の記録的大雪では交通機関の混乱 によ り、一 時都市機能がマ ヒす る事態を招 いた。

(こ れ につ いては金村・ 菊地 の報告があ る).
冬 の後半 は、前半 ほどの多雪 ではなか った ものの、平年 よ りやや多 く、前半 の多雪が 4

月の融雪期 まで尾を引いた。根雪 (長 期積雪 )の 終 日 も道央札幌圏で は、平年 よ り 10～
15日 遅れた。 しか し、他 の地域 では必ず しも多雪で はな く、特 にオホ ーツク海側 は逆 に
記録的少雪 とな り、全道平均 で はぼ平年並みであ った。

気温 は寒暖の変動がやや大 きか ったが、平地 の融雪末期 に当た る 4月 を除 いて高 め に経

過 した。

■.降雪量 と気温の経年変化
冬の中心である 12～ 2月 につ いて、降雪量 と気温 との関係を示 したのが図 -1で ある。
降雪量 につ いては北海道を 日本海側 (10気象官署)と 太平洋・ オホ ーツク海側 (12官署)に 分 け、
さらに札幌・ 小樽 (器署 )の 平均値を記入 した。気温 は北海道 22気象官署の平均値で ある。
これ によ ると、普通

考え られ るとお り、 お  1∞
おまか には寒冬多雪 。  1“

暖冬少雪 (暖冬寡雪 ) 130
の関係が成 り立 ってお  120

り、季節風が強 く気温  降
11°

が低い年は多雪、季節 El∞
風の弱い年は暖か く雪  80
が少ない。 しか し、最  70
近は暖冬が続いている  ∞
割には雪が多い傾向が   ∞

伺える。

今冬の気温は 3ヶ 月

平均で +0_9℃ と引 き続 き高か ったが、 日本海側 の降雪量 は平年比 111%、 太平洋 。

オホーツク海側が 87%で 、北海道平均は 103%と 平年並みであ った。何 よ りも、札幌・
小樽地 区が平年の 140%(1951‐ 52年 の統計開始以来第 1位 )の 豪雪であ った点 に特徴
が見 られた。岩見沢 も厳冬期を中心 に多雪であ った。 また、 1990‐ 91年 冬は平年差 +2.
8℃ の大暖冬で、 その 2年 前の 1988-89年 と同様 に少雪が考え られたが、実際は北海道平
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図 -1 北海道の冬の降雪量 と平均気温
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均 降雪量 は平年の 96%で あ り、 日本海側 も 91%と 平年 よ りやや少 ない程度 で あ った。
この年 、札幌で は今 冬 に次 ぐ多雪 を記録 し、小樽 もか な り多か った ものの、岩見沢が非常

に少 なか った点が今年 と異 な る。

今冬 は 8年 続 きの暖冬で あ ったが、図 によ って 1989‐ 90年以 降の 日本海側 の雪 の量 を見

ると、 91～ 111%の 年 が 7年続 いて い る。す なわ ち、 1988～ 89年 の 72%の あ と平年
比 90%未 満 の年 は なか った ことが分か る。

2_今 冬 の雪 に関す る主 な記録
主要地点 お よび地域平均 の降雪 量 と最深積雪 につ いて ま とめたのが表 であ る。 これ によ

れば、 12月 では札 幌が多雪 の 1位 で あ るが、稚 内 は逆 に少雪 の 1位 にな って いる。 1月
は道央 の旭川 と岩見沢 で記

録的 な大 雪が観測 され た。

12～ 2月 の合計 で見 ると、
札幌・ 小 樽・ 岩見沢が多雪

の 1～ 3位 にあげ られ るが、

稚 内 と紋 別が いづれ も少雪

の 1位 とな ってお り、例年
よ リー層地域性 の強 い分布

にな って い ることは明 らか

で あ る。 この状況 は当然地

域平均降雪 量や最深積 雪 に

も明瞭 に現れて い る。

札 幌の最深積雪 は 2月 1

0日 の 145oで 、 これ は
1890-91年 冬 の統計 開始以

来 4位 であ った。過去 には

1 6 9ol(1939年 )、 153
cm(1946年 )、 1 5 0cm(
1929年 )の 記録が あ る。
Ooに 達 し、 1990‐ 91年 の記

3_気 象 と降雪状況 の掻過 (図 -2)
この冬 は、 1995年 11月 7～ 9日 の台風並 み に発達 した 日本 海低気圧 によ
部以北 の大雪 でス タ ー トした。

12月 に入 って 中旬 を中心 に冬型 の気圧配 置の 日が多 く、月初めや 24～
スマス の荒 れ )に は道東方面 で低 気圧が発達 した。 中旬 は図 に見 られ るとお
で連 日雪が続 き、特 に札 幌圏で の大雪が 目立 った。 12月 の札 幌の降雪量 は

る大荒れ と中

25日 (ク リ
リ、 日本 海側

256に 達 し

表 主要地点における1995-96年 冬期 (12-2月 )の 降雪量・ 最濠積雪 (c■ )
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2月 は 3位 以内 な し.

なお、札幌 にお け る今冬期 間を通 しての合計降雪 量 は 68
録 637‐ を更新 した。
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図 -2 気 象 と 降 雪 状 況 の 経 過  (L:低 気圧 、 H:高 気圧 )

1952年 この統計開始以来の記録 とな った。札幌 。小樽地方 に大雪を もた らす ことで知 られ

る西海岸小低気圧 は、明瞭 な形で は認め られなか った ものの、 11日 と 25日 に袋状 の低
圧部が見 られた。

年末か ら 1月 下旬前半 まで の約 lヶ 月間は、 5～ 6日 毎 に低気圧が通過 し、低気圧 と冬
型気圧配置 とが周期的 に現れ た。 この間、 1月 8～ 10日 朝 にか けて津軽海峡か ら北 海道
を縦断 してオ ホ ーッ ク海 に抜 けた低気圧 は、道央 に記録 的大雪 (8日 9時 ～ 9日 9時 の降
雪量 、小樽 84、 倶知安 64、 札 幌 54m)を もた ら した。中旬は冬型 が緩み、本州方面
を移動性高気圧が通 って気温 も高 か った。

1月 末～ 2月 初 めの寒波 は今冬期で最 も強 い ものであ った。岩見沢で は 1月 下旬の 11
日間で合計 1 9 8cmの 降雪が観測 された (こ の間札幌では 4 5 cln)。 2月 上旬後半～中旬
前半 は冬型が緩み、移動性高気圧 におおわれ ること もあ ったが、 その後下旬前半 にか けて

は冬型気圧配置が続 き、気温 も低め に経過 した。 このため岩見沢・ 倶知安方面 では雪 の 日

が続 いた。 2月 下旬後半は移動性高気圧 におおわれ、降雪 も倶知安を除 いて一段落 した。
1月 後半～ 3月 上旬 は変動 の大 きい天候で、気温 も 7～ 10日 毎 に高低 を繰 り返 した。
3月 は、月初 め三 陸沖を北上 した低気圧が根室 の東海上で発達、一時季節風が卓越 した
が、低気圧 と移動性高気圧が交互 に現れ るよ うにな り、冬型 は長続 き しなか った。 22～
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23日 にか けて再 び道東で低気圧が発達、 これ に伴 い帯広で 57(3月 と して第 4位 )、
広尾 33、 紋別 34口 の大雪 とな った。
以上を まとめ ると、①冬型 の気圧配置は 12月 中旬、 1月 末～ 2月 始め (強 い寒波 )、
2月 半 ば～下旬始め に強 ま った。 しか し、寒波 は極端 に長続 き しなか った。②低気圧活動

は、全般 に活発で、 12月 下旬か ら約 lヶ 月は周期的 に通過 したが、 1月 後半～ 2月 にか
けて は北上発達が押 さえ られた。③ これ らのため、気温 の変動 は大 き く、北海道 は結 果的

に 8年 続 きの暖冬 とな った。④道央で は札幌地区を 中心 に記録的大雪 であ ったが地域差が

大 き く、道北オホ ーツク海側 は著 しい少雪で、全道平均 ではほぼ平年並み とな った。

4_札 幌・ 岩見沢 の大雪 につ いて
図 -3は 、札幌 と岩見沢 におけ る降雪・ 積雪 の経過 を示 した ものであ る。特 に、札幌で
は① 12月 の多雪 (特 に中旬 )が 目立 ち、②次 いで 1月 8日 ～ 25日 、③ それ に 2月 上旬
後半 と都合 3回 の大雪が続 き、記録を更新 した。岩見沢 では冬の半 ば以降 に当た る 1月 後

半～ 2月 下旬前半 の降雪が多か った。両地点 と もこれが 4月 の雪融 けまで尾を曳 いた。

札幌・ 小樽地 区の 12月 の大雪 につ いては前記金村・ 菊地の報告が あ る。 それ によれ ば、
大雪が札幌付近 に集 中す るのは一般 に850hPaの 風 向が N～ NWの 場合 に多 く、 1995年 12月
もその割合が全体の 56_5%を 占めて いた。 これは平 年並 みの降雪であ った前年 12月 の 2倍

以上 であ り、従来 の研究成果が裏づ け られた と考え られ る。 また、 850hPaの 風向が W寄 り
の場合 は南空知地方が大雪 にな りやす い ことが知 られて い るが、岩見沢 にお ける 1月 下旬

の大雪の際 は この冬一番の寒波が本道上空をおお った時で、札幌の850hPaの 風 向はW寄 り
が多 く、 N～ NWの 割合 は 13.6%で あ った。

岩見沢

図 -3 降 ― と 積 雪 の 経 過

札  幌

―
”
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5_広 域の流れの特徴
ここては 12～ 2月 の 3ヶ 月平均天気図 によ り広域 の流れを概観 しよ う。

図 -4aに よって

500bPaに おけ る全体

的 な流れ、特 に高度

の平年偏差の状況を

見 ると、 日本列 島を

含み 、太平洋の 30
～ 40° N帯 が広 い

範囲でマイナス偏差

にな ってい ること、

および中国大陸 と

60° Nを 中心 とす

る北方 の高緯度帯が

プラス偏差 にな って

いることが特徴 と し

て あげ られ る。

実

"は
高度で等

“

■間隔 (60m).薇 凛は高度偏差で等億

線間隔 (60m). 陰影崚は高ltが平年より低い領球を表す

実線は等lI●で宰●

“

m疇 (`hP3)厳 線は気圧口差で等僣

■口関 (4hPa). 陰彫球は気IEが平年よりIIIい領球をます

す なわち、相対的 図 -4 1995年 12月 ～ 96年 2月 の北半球天気 図 (若原(1996)よ り)

に高緯度 の高度が高

く、中緯度 の高度が低 いいわ ゆ る低指数 (帯状指数が小 さい こと)、 プ ロ ッキ ング傾向で

あ ることが分 か る。 このため、 中緯度帯 は偏西風 の蛇行が大 きくな って低気圧活動が活発

とな り、寒気 も北 日本 よ りむ しろ本 州の中部以南 に流入 しやす い形 と な って ぃる。実際 に

この よ うな偏差パ ター ンが 目立 ったのは、 12月 ～ 1月 上旬 と 2月 上 旬で あ って、北海道

に強い寒 気が入 ったのは 1月 末 ～ 2月 初 めの比較的短期間 であ った。

同様 に 3ヶ 月平均 の地上 天気図を図 -4bに 示 したが 、 これ によって も大 陸の シベ リア

高気圧 はやや南 に偏 ってはい る ものの平年 よ り強 く、一方 ア リュ
ー シャン方面 の低気圧 も

平年 よ り発達 して い る。 この ため、 日本付近 の気圧 の傾 きはやや急 にな って
いて、低気圧

もしば しば通過 した。 しか し、北 日本 はマイナス偏差域 に入 ってお り、低気圧 の影響を受

けやすか った反面、西 日本方面 に比べて寒波の直接的影響を受 けに くか った こと
が理解で

きる。気温の全国的特徴 は、北海道が高 く西 日本が平年並 みの「北暖西並み」型で、関東

以西 の暖冬傾向は一 段落 した と考え られて いる。

謝辞 :札 幌管区気象台予 報課・ 高層課 には、図表を含 め多 くの資料を快 く提供 して頂
い

た。記 して感謝 の意を表 したい。
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